






Regional Promotion by Making the Brand of 
Outdoor Tourism City/Region: 
The Strategy to Revitalize Local Municipality 



























































































































































年度までに認定した全国 35 の基地をもとに分類する（2013 年４月現在、全国には 53 の森林セラピー基地が




































 県庁所在都市からセラピー基地がどれくらいの距離に位置するかを 50ｋｍ未満と 50ｋｍ以上に分類した。




















































































































































 高尾山のケーブルカー・リフト利用者数の 2007 年から 2012 年の推移を見てみると、2007 年が約 109 万人
であったのが、2008 年が約 170 万人、2009 年が約 197 万人、2010 年が約 206 万人、2011 年が約 190 万人、
そして、2012 年が約 209 万人となっており、東日本大震災の影響でやや減少した 2011 年を除けば、確実に
増えている。山頂だけで、200 万人観光スポットであることがわかる。また、2012 年 11 月の紅葉の時期には、
１ケ月で約 40 万人がケーブルカー・リフトを利用者があったと報告されている。 
 
４．高尾山の山頂整備状況（フィールドワーク） 
 高尾山は海抜 599 メートルの山で、山麓からは何本もの自然研究路が整備されているので、テーマや自分
の体力に合わせてルートを選び、ハイキングが楽しめる。ビジターセンターでは、動植物の学習機能を整備



























い観光施設の維持修繕工事等である。2013（平成 25）年度事業費は 7622 万 7000 円である。２）観光振興企
画運営事業は、観光団体等が実施する誘客受入事業、イベント事業に対する補助及び事業委託等である。2013
（平成 25）年度事業費は 1313 万 6000 円である。３）びわ湖高島着地型観光旅行商品企画推進事業は、観光
素材の魅力を観光客のニーズにあった旅行商品として企画、造成し、マーケットへ積極的な販売を行うもの








 高島市の観光入込数は、2007 年 377 万 9500 人、2008 年 419 万 9600 人（前年比 111．1％）、2009 年 460 万
5300 人（前年比 109.7％）、2010 年 448 万 5200 人（前年比 97.4％）、2011 年 424 万 3000 人（前年比 94.6％）




















整備：不要林の伐採、調査、点検、整備。２）事業費は、2008（平成 20）年度 199 万 9000 円、2009（平成
21）年度 327 万 9000 円、2010（平成 22）年度 327 万 9000 円、2011（平成 23）年度 87 万 9000 円、2012（平
成 24）年度 146 万円、2013（平成 25）年度 273 万円である。 
（３）トレイルの維持・整備 
 登山道整備は、「トレイル整備委員会（運営協議会）」に委託している。事業費は、2007（平成 19）年度 199










セラピー基地「びわ湖水源の森たかしま」認定。2009（平成 20）年 10 月セラピープログラム、人材育成カ
リキュラムを策定。2010（平成 21）年５月ガイド養成講座実施。「びわこ水源の森案内人」を養成。2011（平
成 21）年 11 月グランドオープンイベントを開催した。高島市のセラピー基地には、①林公園くつぎの森に
ある一周３．８キロ（約 100 分）のコース、②③県立朽木いきものふれあいの里周辺の一周２．１キロ（約
60 分）のコースと一周５．９キロ（約 270 分）のコース、④家族旅行村ビラデスト今津にある一周約２．８






高島市森林水産課である。運営資金は、市からの補助金 47 万 5000 円／年である。２）運営： お客さんの
受け入れは、「各セラピーロード管理施設」で行っている。ガイドは「びわこ水源の森案内人（現在登録 39
人）」が対応している。一人の案内人が対応するお客さんは、原則 10 人までとなっている。ガイド料は、１









びわこ水源の森活用検討委員会運営補助金が 81 万 5000 円で、（内訳）は、47 万 5000 円がイベント・案内人
研修会の開催、パンフレット作成等、34 万円が指導票修繕費である。そのほか、ラピーロード木橋修繕費が
















































 以下、奥多摩は、2001（平成 13）年度から 2006（平成 18）年度への調査の数字の変化をみる。 
１）総入込観光客数：①年間総数約 140 万人：奥多摩町における年間の総入込観光客数は、統計のある 2006
年に 144.6 万人と推定される。近年やや微減である。②月別では８月、５月、11 月が多い：月別では、８月
が約 27.0 万人で最も多く、次いで５月（約 17.4 万人）、11 月（約 17 万人）となっている。 
２）日帰り利用者数：日帰り利用者数は約 90.8 万人（総入込観光客数に対する比率は 62.8％）、宿泊観光利
用者は、約 16.4 万人（同 11.3％）、行祭事・イベント等入込者は約 37.3 万人（同 25.8％）このことから、日
帰り利用者が大半を占めているのがわかる。月別にみると、８月が約 15.5 万人で最も多く、次いで 11 月（約
11.7 万人）、５月（約 11.0 万人）となっている。冬季の入込が少ない。 
３）宿泊観光利用者数：宿泊観光利用者数は約 16.4 万人で、月別にみると、８月が約 5.0 万人で最も多く、
次いで７月（約 2.6 万人）、９月（約 2.1 万人）と夏季に集中する傾向がみられる。冬季の利用は少ない。 
４）行祭事・イベント等入込者数： 行祭事・イベント等の入込者数は、約 37.3 万人で、月別にみると登山・













































（１）高尾での女性の増大                【表１】【図３】 
 また、高尾山の平日と休日の入園者の男女比を 2005 年、 




高尾山入園者 2005年 2011年 2013年
休日 男 374 11171 12555
女 321 11749 14609
平日 男 24 2049 3539
女 28 2360 5281
休日 女／男 0.86 1.05 1.16
平日 女／男 1.17 1.15 1.49
2005年 2011年 2013年  
（２）高尾山における女性比率の増大傾向 
１）（月２回以上登山者）＝熱心なマニア層：女性比率変化は 2004 年→2006 年→2008 年→2010 年で、
12.5%→50.0%→50.0%→75.0%となり、2004 年以降は一貫して増加傾向。２）（年１回以上登山者）＝普通の
層：女性比率変化は 2004 年→2006 年→2008 年→2010 年で、33.3%→50.6%→35.8%→41.8%となり 2004 年以
降は 2006 年を除けば基本的に増加傾向。３）（総計）： 2004 年→2006 年→2008 年→2010 年で







別トイレ利用者のカウント調査数を見ると、①休日では、利用者全体が 695 人中、男性が 374 人、女性が 321
人である。②平日では、全体 52 人中、男性が 24 人、女性が 28 人となっている。この時は、山ガールブーム
の前で、比較的男性の利用が多かったと考えられる。２）2011年：2011（平成 23）年１月同事務所発行の報
告書の 2010 年 11 月 3 日と 4 日の登山利用者数カウント調査結果を見ると、①休日は、全体が２万 2920 人中、
男性が１万 1171 人、女性が１万 1749 人。②平日は、全体が 4409 人中、男性が 2049 人、女性が 2360 人であ
る。いずれも女性の数が男性を上回っていることがわかる。女性の利用者がますます増加したことが伺える。
３）2013年：そして、2013（平成 25）年１月同事務所発行の報告書では、2012 年 11 月 22 日・23 日の利用
者数が報告されている。①平日は、入園者全体 8820 人中、男性 3539 人、女性 5281 人、年代構成では、乳児
が 0.2％、幼児・小学生が 4.5％、大人が 95.2％を占めていて、全体の男女比率は、男性 40.1％、女性 59.9％
となっている。②休日は、入園者全体 2 万 7164 人中、男性１万 2555 人、女性 1 万 4609 人である。又、年代





 2012 年度の入込数は、123 万 2100 人で、2011 年度の 117 万 100 人と比べると増加、観光消費額は、2012





（６）レジャー白書（レジャー白書 2013年 9月 27日版 登山人口の推移とその構成） 
 以上から、00 年代半ばごろから、各アウトドア・ツーリズム地域で、女性比率が増大しつつあることが証
明された。また年代別では、10～20 歳代は、2006 年頃から 20％を下回り減少傾向、30～50 歳代は、2007 年



















 「①青年（20 歳代）」、「②壮年（30～50 歳代）」、「③老年（60 歳代以上）」の３階層に分解する。 
１）「①青年層（20 歳代）」2000 年→2002 年→2004 年→2006 年→2008 年→2010 年で、図のように 8.5%→7.8%
→13.0%→13.8%→13.9%→11.5%と、2010 年を除けば一貫して増加傾向にある。２）「②壮年（30～50 歳代）」
かつては山登りの中核層であり３人に２人はこの階層だったが、2000 年→2002 年→2004 年→2006 年→2008
年→2010 年で、図のように 68.6%→60.8%→50.9%→54.0%→45.8%→56.7%と半分程度に減少してきている。
３）「③老年（60 歳代以上）」2000 年→2002 年→2004 年→2006 年→2008 年→2010 年で、22.9%→31.4%→36.1%
→32.2%→40.3%→31.7%と、２割から３割～４割に比重が高まってきている。４）以上を総括すると、アウ





















山ブーム」は 1950 年代～1970 年代に男性登山者を中心にハードな山登りとして始まり、「第２次登山ブーム」
は 1990 年代以降に中高年を中心としたエコ、自然観察、健康をキーワードに始まったとしている。 
（２）筆者による３区分の仮説 

































































































































【資料１】「登山ブーム影響か、山岳遭難者が過去最多 警察庁（朝日新聞 6 月 13 日（木））」【資料２】「2012
年、山の事故が過去最多 中高年７５％、警察庁集計（共同通信 2013 年 6 月 13 日）」【資料３】日経トレン

















































実、問題点、これからの展開に向けて」『長崎県立大学論集』第 41 巻第 4 号。矢野経済研究所（2012）『スポーツ用品市
場に関する調査結果』。読売新聞 2013 年 7 月 31 日「全長 300 キロ以上のロングトレイル整備構想浮上」。読売新聞 2014
年 1 月 13 日「森林セラピー基地認定を」。【参考ホームページ】河内長野市ＨＰ（www.city.kawachinagano.lg.jp/）（2013 年
閲覧）。高尾ビジターセンターホームページ（2013 閲覧）。 
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